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「第 11回 全国小・中学生 障がい福祉 ふれあい作文コンクール」の 

実施について（ご協力のお願い） 

 

 

時下、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

また、平素より、障がいのある児童生徒の教育的ニーズの把握と自立や社会参加に向けた主体

的な取り組みへの支援等、多大なご尽力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、本会は、全国で知的障がい児・者の福祉事業を行う約 6,500 事業所を会員とし、知的障

がい福祉の増進のための様々な活動を行っている団体（1934年に発足、1967年に財団法人、2013

年に公益財団法人認可）として、次代を担う子どもたちが障がい福祉について考え、共生社会の

実現に向けて障がいのある方もない方も共に支え合う社会を築いていくことを目指した『全国 

小・中学生 障がい福祉 ふれあい作文コンクール』を 2014年度より実施しており、本年度も別添

要綱のとおり実施することとしております。 

本作文コンクールでは、子どもたちが、日常生活の中での障がいのある方とのふれあいや、学

校生活や福祉ボランティアなどでの体験を作文にすることで、障がいのある方の暮らしへの関心

を喚起し、今後の福祉を考える機会にしたいと考えております。 

学校長におかれましては、ご校務ご多忙の折、誠に恐縮に存じますが、貴校ご教諭並びに児童

生徒の皆さんに本作文コンクールの趣旨をお伝えの上、応募についてご検討とご協力をお願い申

し上げます。 

なお、昨年度（第 10回）においては、全国より 1,313作品が寄せられ、このうち、都道府県知

的障害者福祉協会による選抜を経て本会に推薦された 253 作品について、本会に設置した選考委

員会により、文部科学大臣賞（小・中学生各 1 作品）、厚生労働大臣賞（小・中学生各 1 作品）、

内閣府特命担当大臣（こども政策担当）賞（小・中学生各 1作品）、会長賞（小・中学生各 2作品）、

入選（小学生 52 作品・中学生 52 作品）が選定され、表彰されております。そのほか、作品応募

に学校をあげて取り組み、かつ都道府県協会より推薦された学校へ学校・団体賞を贈呈しており

ます。 

 

※第１回～第 10 回障がい福祉ふれあい作文コンクールの各大臣賞並びに会長賞の受賞作品は、本

会ホームページの作文コンクール専用ページ（http://www.aigo.or.jp/sakubun/）でご覧いた

だけます。 

※本作文コンクールの詳細を記した実施要領、ポスター並びに応募用紙等は、上記の作文コンクー

ル専用ページよりダウンロードいただけます。 

http://www.aigo.or.jp/sakubun/

